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1 はじめに

本論文では，プログラミングを支援に関連して，プロ

グラミングヘルプシステムにおける，複数ヘルプコン

テンツ間の横断的検索機構を提案する．プログラマー

は，プログラミング中に，わからないことがあると，使

用している言語のマニュアル（仕様書）や，電子掲示板

などに蓄積されている Tipsなどを参考にするために，
ヘルプシステムなどを利用する．マニュアルも，Tips
も，自然言語で記述されたテキストであるので，本研

究で実装するプログラミングヘルプシステムはテキス

ト検索システムをベースに実装する．ここでは，シス

テムのユーザは，知りたい事柄を検索質問として表現

し，システムに入力することで，ヘルプのためのコン

テンツを検索結果として手に入れる．

一般的には与えられた検索質問を，すべての検索対

象データベース（マニュアル，電子掲示板など）に対

して入力し，その結果を統合するという手段がとられ

ている．しかし，我々が対象とするヘルプコンテンツ

にはその種類に応じた特徴があり，その特徴に適した

検索質問が必要となる．また，ユーザは足りない知識

を補うためにシステムを利用しているので，目的のコ

ンテンツが適切に選択できる検索質問を入力すること

は難しい．

本研究では，与えられた検索質問を，対応するデー

タベースに適する検索質問に修正することをを目的と

する．その修正に，テキストの言い換え技術を利用す

る．これにより，単純な横断検索に比べ，よりユーザ

の検索質問の意図を反映したヘルプ結果を得ることを

可能にする．

2 複数コンテンツ間の横断的検索機構

本研究で検索対象とするヘルプコンテンツの種類と

その特徴を以下に示す．

• プログラミング言語のマニュアル：プログラミン
グ言語の開発者によって言語の仕様や利用可能な
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APIなどリファレンスが記述されたテキスト．テキ
ストの記述者が開発者に限られているため，同一

概念が異なる表現で記述されていることが少ない．

• Tips：マニュアルには記述されてないプログラミ

ングするのに便利な技法やコツが記述されたテキ

スト．本システムではユーザや開発者から電子掲

示板を通して収集することを想定しているため，

テキストの記述者が限定されず，表記の揺れが発

生しやすい．

• サンプルコード：なんらかの処理をするためのプ
ログラムの見本として記述されたソースコード．

ソースコード中に自然言語でコメント文が記述さ

れている可能性がある．

ここで，我々は，ヘルプコンテンツにおけるテキス

トの記述者の違いから生じる表記の揺れの問題に着目

した．表記の揺れの問題とは，同一概念を表す複数の

表現が存在するため，テキストが一致するかどうかを，

表現の一致のみで判定してしまうと，漏れが発生する

という問題である．この問題を解決するために，我々

は「文の意味を保存したまま別の文に言い換える」言

い換えの技術を利用する．また，ユーザの意図をより

正確に表現するためには，検索質問を語の出現の有無

のみで表すことは不十分であると考えた．そこで検索

質問に含まれる語（文節）の係り受け関係を利用する

ことで，よりユーザの意図を検索に反映する．言い換

えについては 2.1節で，係り受け検索については 2.2節
で詳細に述べる．

2.1 言い換えに基づく検索質問の修正

表記の揺れの問題に対して，我々は検索質問を言い

換えることで，与えられた検索質問と同義の表現を含

むコンテンツの検索漏れを防ぐ．検索質問の言い換え

には言い換えの中でも比較的実現が容易と言われてい

る構文的言い換えを用いる．構文的言い換えとは，構

造のマッピングに基づいて，単語の同義語，類義語への

置換や構造の変形を行う．本研究では，互いに言い換え

可能な表現の集合を辞書として管理し，それによって

言い換え処理を行う．辞書の作成は人手で行っている．
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言い換えは，検索対象に応じて処理を行う．マニュ

アルがテキストとして一貫性のあるものに対し，Tips
や（サンプルコードの）コメントが表記の揺れを多く

含むものであることから，

• マニュアル検索では検索質問の表記の揺れをマニュ
アルで使われている表現に縮退するように言い換

える

• Tips（サンプルコード）検索では可能な限り表現
を拡張するように言い換える

ことで，表記の揺れの問題を解決する．マニュアルで

使われている表現は，言い換え辞書の中で指定する．

2.2 係り受け検索

係り受け関係とは，日本語における文節間の依存関

係を表したものである．そもそも日本語では，述語に対

する動作主体や動作対象などの役割を「が」「を」「に」

などの格助詞によって指定している．この役割を格と

いう．そして，それぞれの格と述語との関係を格関係

といい，その格関係に基づいて，文節間の依存関係を

表したものが係り受け関係である．二つの文節が修飾，

被修飾の係り受け関係にあるとき，文頭側の文節が文

末側の文節に「係る」といい，文末側の文節は文頭側

の文節を「受ける」という．

係り受け関係を利用する場合，語の出現情報のみを

利用する場合と比較して，文中での語の関係をより正

確に表現することができる．例えば，「プログラムは短

いが，実行時間は長い」という文を語の出現のみで考

える場合，〈プログラム，短い，実行時間，長い 〉の
４つの単語が共起するという情報が得られる．しかし，

この文に対して「実行時間が短い」〈実行時間，短い 〉
という検索質問が与えられた場合，明らかに逆の意味

にもかかわらず，検索結果として選択してしまう．係

り受け関係を利用することで，元の文を 〈プログラム，
短い 〉，〈実行時間，長い 〉，〈短い，長い 〉といった対
（本論文では係り受け対と呼ぶ）の集合として表現でき

るので，先の検索質問の対象から外すことができる．

本機構では，係り受け対を索引として利用すること

で，テキストの係り受け検索を実現する．

3 プログラミングヘルプシステムへの適用

我々は，論理型言語MiLog[Fukuta 00]の為の知的ヘ
ルプシステム [永田 03]に提案する横断検索機構を適用
した．本システムは，言語開発者によって用意された

マニュアルと，MiLogに関するディスカッションが行
われている電子掲示板に記述されたテキストをヘルプ

コンテンツとする．図 1では，本システムに，提案する

図 1: 知的ヘルプシステムにおける横断検索機構
横断検索機構を適用した構成とその処理の流れを示し

ている．与えられた検索質問は，言い換えモジュール

によって各データベースに合わせて拡張（縮退）され

る．修正された検索質問は係り受け解析され，あらか

じめ係り受け対で索引付けされた各種コンテンツデー

タベースを検索する．係り受け解析には Cabocha1 を

利用している．最後に，検索の結果得られたコンテン

ツには，本システムの推薦機構によって関連するコン

テンツが付加され，ユーザに提示される．

4 おわりに

本論文では，プログラミングヘルプシステムにおけ

る複数ヘルプコンテンツ間の横断検索機構について提

案し，その実装を示した．ヘルプコンテンツに適した

索引付けの手法と検索質問の拡張方法を示した．
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